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GOTOH, Haruyoshi t; TODA, Kentaro t; TAKATA, Yoshihiro t 
t The Kyoto University Museum; t Information Media Center, Kanazawa University 
Although archives generally does not restrict users, archives of materials about 
educational and research activities may contain information that is not appropriate to 
be open to the public. In this report, we introduce a case about using identity 
federation to accomplish access control of archives about educational and research 

































機能 認証 場所 対象データ 備考
システム管理 ログイン必須 （認証優先） 非公開とも 非公開には保存
データ登録・編集 ログイン必須 （認証優先） 非公開とも 用データを含む
閲覧・検索 ログインあり （認証優先） 限定公開 1 ｜限定公開の数字
ログインなし 学内施設内 限定公開 2 は公開範囲の順











「学認j参加機関構成員が SPのサービスを利用しようとすると ，「学認jのデイ スカパリ ー




Peekの場合，SPとなった 2013年時点で， organizationName(o，組織名称・ 英字），







これをふまえ 2018年の Peekリニューアルに際し，多くの IdPが送出を認めていると
いう属性 ePTIDのみを必須で要求するように改めた。 10月下旬～12月に「学認j参加機
関の構成員へお願いして試してもらった結果，つぎの表 2のとおりと なった。
No. IdP ！ログイン可否 ；機関名表示 －接続手続き要否
1 北海道大学 はじめ×，のちO lo j要
2 金沢大学 jはじめ×，のちO !O 要
3 名古屋大学 i X, f学認」脱退？ ．． ： ．閏
4 大阪大学 ；。 i× gワ
5 核融合科学研究所 × 一
6 東京大学 × . - 要
7 宮崎大学 ；はじめ×，のちO （×？） ；要
8 広島大学 lo ！× ；？ 
9 創価大学 lo ；〉〈 ワ
10 関西大学 lo j×（のち0) ；？（のち要）
表 2. Peekへの『学認」参加機関（京大以外）ログイン状況
















それでも SPがログイ ン情報を持つことなく IdPからの属性情報だけで自動的にサービ
ス利用資格を判定できる可能性はある。具体的には，属性情報のうち eduPer so nAffilia tio n 
または eduPer so nScopedAffilia tionを用いれば，その属性値が faculty, staff, student, 
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